
JP  6260843  B1  2018.1.17

( 5 7 )【特許請求の範囲】

【請求項１】

　　ボルトのねじ軸と螺合するねじ孔を有するロックナットであって、前記ロックナット

の側面にロックナット上端部から下端部に向かって複数の縦スリットを有し、前記縦スリ

ットの入る側面の場所は、ナット締付け工具装着面の中央部とし、前記ロックナットの座

面にはロックナットの外径より大きいフランジを備え、ロックナット底面の中心軸の周辺

部分にねじ孔の中心点が仮想上の頂点となる逆すり鉢状の空隙部を有し、前記ロックナッ

トのねじ孔の中心軸の上端部に円筒状突出部を形成し、前記円筒状突出部の外周の淵にツ

バ状の突起を設け、前記円筒状突出部の外側に嵌入する円筒形状のロックリングを備え、

前記ロックリングの内径は前記円筒状突出部の外径より小さく形成され、そのロックリン

グの内径寸法は、前記円筒状突出部にロックリングが嵌入可能となるように、前記ロック

ナットを前記ボルトに締付けが完了した時、被締結面から前記フランジ外周部に掛かる押

圧力により、前記円筒状突出部がねじ孔の中心に縮径変形し、前記円筒状突出部の外径が

最小となる寸法であり、上記の締付けの後に前記ロックリングを嵌入し、スリットで分割

されたロックナットの上部の部分が動かないように固定することを特徴としたロックナッ

ト。

【請求項２】

　　請求項１に記載のロックナットにおいて、前記ロックナットの底面に、　隣り合う縦

スリットの中央で、且つロックナットの底面の外周部を山型の頂点とし、スリットの数と

同じ個数分底面を高く形成したことを特徴とするロックナット。
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【 請 求 項 ３ 】

　 　 請 求 項 １ に 記 載 の ロ ッ ク ナ ッ ト に お い て 、 前 記 ロ ッ ク ナ ッ ト の 底 面 に 、 　 　 　 ね じ 孔

の 中 心 軸 を 中 心 と す る 複 数 の 同 心 円 状 の 溝 を 形 成 し て い る こ と を 特 徴 と す る ロ ッ ク ナ ッ ト

。

【 請 求 項 ４ 】

　 　 請 求 項 １ に 記 載 の ロ ッ ク ナ ッ ト に お い て 、 前 記 ロ ッ ク ナ ッ ト の ロ ッ ク リ ン グ 支 持 部 の

表 面 ま た は 前 記 ロ ッ ク リ ン グ の 内 側 の 表 面 の い ず れ か 一 方 の 表 面 に 、 断 面 が 鋸 型 又 は 凹 凸

の 摩 擦 係 数 が 高 い 形 状 に 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る ロ ッ ク ナ ッ ト ま た は ロ ッ ク リ ン グ 。

【 請 求 項 ５ 】

　 　 請 求 項 １ に 記 載 の ロ ッ ク ナ ッ ト に 用 い る ロ ッ ク リ ン グ に お い て 、 前 記 ロ ッ ク リ ン グ の

下 端 部 に 内 径 を 前 記 ロ ッ ク ナ ッ ト の ナ ッ ト 外 径 よ り も 大 き く 、 外 径 を 前 記 ロ ッ ク リ ン グ の

外 径 に 合 わ せ 、 高 さ を 前 記 ロ ッ ク ナ ッ ト に 前 記 ロ ッ ク リ ン グ を 装 着 し た 時 に 、 前 記 ロ ッ ク

ナ ッ ト の フ ラ ン ジ 上 面 ま で の 高 さ に 設 定 し た 円 筒 形 状 の 側 面 カ バ ー を 有 し て い る こ と を 特

徴 と す る ロ ッ ク リ ン グ 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

本 発 明 は 、 各 種 の 機 械 装 置 や 建 築 物 、 自 動 車 お よ び 車 両 等 の 振 動 を 伴 う 機 器 に 於 い て 、 各

部 材 を ボ ル ト ま た は 植 え 込 み ボ ル ト を 用 い て 固 定 す る た め の 締 結 用 ナ ッ ト で あ り 、 且 つ 緩

み を 防 止 す る 機 能 を 有 す る ロ ッ ク ナ ッ ト に 関 す る も の で あ る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

従 来 、 数 々 の 機 械 装 置 や 車 両 等 に 使 用 さ れ る 締 結 用 の ボ ル ト と ナ ッ ト は 、 機 械 装 置 自 体 か

ら 発 生 す る 振 動 、 ま た は 外 部 か ら の 力 や 振 動 に よ っ て 次 第 に 緩 む 場 合 が あ る 。 こ の よ う な

ナ ッ ト の 緩 み を 防 止 す る 手 段 と し て は 、 次 の よ う に 種 々 の も の が 提 案 さ れ て い る 。 例 え ば

、 バ ネ 座 金 や 歯 付 き 座 金 （ 不 図 示 ） を 用 い る 手 段 が あ る 。 バ ネ 座 金 は 、 弾 性 力 を 有 す る 平

座 金 の 一 部 を 切 断 し 、 そ の 切 断 部 分 を 相 反 す る 方 向 へ や や 曲 成 形 し た も の で 、 ナ ッ ト と 被

締 結 部 材 と の 間 に 常 に 突 っ 張 っ た 反 発 力 を 生 じ さ せ 、 ナ ッ ト が 緩 む こ と を 防 止 す る も の で

あ る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

ま た 、 本 願 発 明 に 関 連 す る 公 知 技 術 と し て 次 の 特 許 文 献 を 挙 げ る こ と が で き る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － ３ １ ５ ８ ２ ０ 号 　 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

上 記 に 述 べ た バ ネ 座 金 は 、 締 結 し た 直 後 は 緩 み 止 め 効 果 を 期 待 す る こ と が で き る が 、 長 期

間 使 用 し て い る と バ ネ の 弾 性 力 が 弱 く な り 緩 み 止 め 効 果 が 低 下 す る こ と が あ る 。 ま た 、 歯

付 き 座 金 は 小 さ な 機 械 装 置 、 あ る い は 被 締 結 部 材 が 金 属 に 比 較 し て 柔 ら か い 材 質 の も の に

は 緩 み 止 め 効 果 が 期 待 で き る が 、 車 両 や 大 型 の 機 械 装 置 な ど 加 重 が 掛 る も の に つ い て は 、

緩 み 止 め 効 果 を あ ま り 期 待 す る こ と は で き な い 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

尚 、 緩 み 止 め 効 果 の あ る ダ ブ ル ナ ッ ト に つ い て は 、 一 つ の 締 付 け 箇 所 に 対 し て 、 締 結 用 ナ

ッ ト と 緩 み 止 め ナ ッ ト の ２ つ の ナ ッ ト を 締 付 け る 必 要 が あ り 、 作 業 時 間 が ２ 倍 掛 か り 、 ま

た そ れ ぞ れ の ナ ッ ト の 締 付 け ト ル ク の 管 理 も 難 し い 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

本 発 明 は 、 上 記 の 問 題 に 鑑 み て 創 案 さ れ た ロ ッ ク ナ ッ ト で あ り 、 ボ ル ト ま た は 植 え 込 み ボ

ル ト に 本 ロ ッ ク ナ ッ ト を 締 付 け た 場 合 、 ナ ッ ト の 締 付 け ト ル ク に 比 例 し て ナ ッ ト 上 端 部 の
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ね じ 孔 の 周 囲 が ボ ル ト の ね じ 山 部 を 強 制 的 に 締 付 け 、 そ の 摩 擦 抵 抗 力 に よ り ボ ル ト と ナ ッ

ト 間 で の 緩 み 止 め 効 果 を 発 生 さ せ 、 そ の 後 に ロ ッ ク リ ン グ を 嵌 め る こ と に よ り 、 長 期 間 緩

み 止 め 効 果 を 持 続 さ せ る こ と で あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

本 発 明 に 係 る ロ ッ ク ナ ッ ト は 、 ロ ッ ク ナ ッ ト の 上 端 部 か ら 下 端 部 に 向 か っ て ね じ 孔 の 中 心

軸 か ら 放 射 状 に 複 数 の 縦 ス リ ッ ト を 入 れ 、 且 つ ロ ッ ク ナ ッ ト の 座 面 は フ ラ ン ジ 付 き ナ ッ ト

の よ う に 外 周 寸 法 を 拡 張 さ せ る 。 ま た 、 ロ ッ ク ナ ッ ト の 底 面 は ボ ル ト の ね じ 軸 と の 螺 着 に

よ っ て 、 被 締 結 部 材 か ら ロ ッ ク ナ ッ ト の 底 面 の 外 周 部 に 押 圧 力 を 受 け て ロ ッ ク ナ ッ ト の 座

面 が 変 形 す る よ う に 、 ロ ッ ク ナ ッ ト 底 面 の 中 心 軸 の 周 辺 部 分 に 空 隙 部 を 有 す る 逆 す り 鉢 の

形 状 を 形 成 す る 。 そ し て 、 ロ ッ ク ナ ッ ト 締 付 け 後 の 緩 み 防 止 の た め 、 ロ ッ ク ナ ッ ト の 上 端

部 に は 円 筒 状 突 出 部 と ロ ッ ク リ ン グ 支 持 部 を 設 け 、 そ こ に ロ ッ ク リ ン グ を 嵌 入 す る 。 ま た

、 ロ ッ ク リ ン グ が ロ ッ ク ナ ッ ト の 円 筒 状 突 出 部 か ら 簡 単 に 外 れ な い よ う に 、 円 筒 状 突 出 部

の ロ ッ ク リ ン グ 支 持 部 の 周 囲 の 淵 に ツ バ 状 の 突 起 を 設 け る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

上 記 の 構 成 よ り 本 発 明 の ロ ッ ク ナ ッ ト は ボ ル ト に 締 付 け る こ と で 、 被 締 結 部 材 か ら の 押 圧

力 を 受 け て ボ ル ト と ロ ッ ク ナ ッ ト が 密 接 に 嵌 合 し 、 一 体 と な る こ と で 緩 み に 強 い ナ ッ ト を

提 供 す る 。 更 に 、 ロ ッ ク ナ ッ ト 上 端 部 に ロ ッ ク リ ン グ を 嵌 入 す る こ と で 、 長 期 的 な 緩 み 止

め 効 果 を 有 す る 。 尚 、 ロ ッ ク リ ン グ は ロ ッ ク ナ ッ ト の 締 付 け が 完 了 し て い な い と 嵌 入 が で

き な い た め 、 ロ ッ ク ナ ッ ト の 締 め 忘 れ 防 止 と し て の 機 能 も 果 た す 。

【 ０ ０ １ ０ 】

ま た 、 本 発 明 の ロ ッ ク ナ ッ ト は 取 付 け が 容 易 で 作 業 性 が 良 く 、 部 品 点 数 も 少 な く 材 料 コ ス

ト が 比 較 的 安 く 製 造 で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ １ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る ロ ッ ク ナ ッ ト と ロ ッ ク リ ン グ の 外 観 斜 視 図 で あ

る 。

【 図 ２ 】 図 １ の ロ ッ ク ナ ッ ト と ロ ッ ク リ ン グ の 平 面 図 及 び 中 央 部 の Ａ － Ａ 線 断 面 図 で あ る

。

【 図 ３ 】 （ ａ ） は 図 １ の ロ ッ ク ナ ッ ト と ロ ッ ク リ ン グ 及 び ボ ル ト の 実 施 の 形 態 を 示 し 、 ロ

ッ ク ナ ッ ト が 被 締 結 材 を 挟 ん で ボ ル ト に 締 付 け 固 定 さ れ る 寸 前 の 図 ２ の 中 央 部 の Ｂ － Ｂ 線

断 面 図 で あ る 。 （ ｂ ） は （ ａ ） の 状 態 か ら 更 に ロ ッ ク ナ ッ ト を 規 定 ト ル ク に て 締 付 け を 終

了 し た 後 、 ロ ッ ク ナ ッ ト に ロ ッ ク リ ン グ を 嵌 入 さ せ た 時 の 図 ２ の 中 央 部 の Ｂ － Ｂ 線 断 面 図

で あ る 。

【 図 ４ 】 図 １ の ロ ッ ク ナ ッ ト の ロ ッ ク リ ン グ な し の 基 本 仕 様 の 形 態 を 示 し た 外 観 斜 視 図 で

あ る 。

【 図 ５ 】 図 ４ の ロ ッ ク ナ ッ ト の 塗 装 を 施 し た 状 態 を 示 し た 外 観 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 図 １ の ロ ッ ク ナ ッ ト の ね じ 孔 が ボ ル ト の ね じ 山 に 及 ぼ す 摩 擦 抵 抗 力 を 増 強 さ せ る

た め の 形 態 を 示 し た 正 面 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 図 １ の ロ ッ ク ナ ッ ト の 緩 み 止 め 強 化 対 策 、 及 び 外 部 揺 動 力 に 対 す る ロ ッ ク ナ ッ ト

ま た は ロ ッ ク リ ン グ の 強 化 対 策 を 示 し た 、 図 ２ の 平 面 図 を 基 準 と し た 中 央 部 の Ｂ － Ｂ 線 断

面 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 図 １ の ロ ッ ク ナ ッ ト の 外 観 の 体 裁 改 善 と 人 為 的 な い た ず ら 防 止 機 能 を 有 し た 、 カ

バ ー 付 仕 様 の 形 態 を 示 し た ロ ッ ク リ ン グ の 外 観 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ９ 】 図 １ の ロ ッ ク リ ン グ の 繰 り 返 し 嵌 脱 可 能 な 形 態 を 示 し た 外 観 斜 視 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ２ 】

以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ き 詳 細 に 説 明 す る 。

【 ０ ０ １ ３ 】
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図 １ 、 図 ２ に 示 す よ う に ロ ッ ク ナ ッ ト １ は 、 ロ ッ ク ナ ッ ト の 上 端 部 か ら 下 端 部 の 底 面 に 向

け て ロ ッ ク ナ ッ ト の 高 さ の 約 ６ ～ ８ 割 位 の 深 さ ま で 、 ね じ 孔 ８ の 中 心 軸 か ら 放 射 状 に 複 数

の 縦 ス リ ッ ト ７ を 設 け る 。 縦 ス リ ッ ト ７ が 入 る 外 周 側 面 の 場 所 は 、 レ ン チ （ ま た は ス パ ナ

） が ロ ッ ク ナ ッ ト に 接 す る ナ ッ ト 締 付 け 工 具 装 着 面 １ ａ の ほ ぼ 中 央 が 最 適 で あ り 、 縦 ス リ

ッ ト の 数 は ２ つ 以 上 が 好 ま し い 。 ま た 、 ロ ッ ク ナ ッ ト １ の 座 面 に は ナ ッ ト 部 の 外 径 （ ナ ッ

ト 締 付 け 工 具 装 着 部 １ ａ の 外 径 ） よ り 大 き い フ ラ ン ジ ２ を 有 す る 。 フ ラ ン ジ ２ の 底 面 ２ ｃ

の 形 状 は 底 面 中 心 か ら 少 し 上 が っ た ね じ 孔 ８ の 中 心 点 を 仮 想 上 の 頂 点 と し 、 ロ ッ ク ナ ッ ト

１ の 座 面 の 底 の 外 周 部 ２ ｂ を 円 錐 形 の 外 周 の 辺 に 対 応 し た 逆 す り 鉢 型 の 形 状 を 有 す る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

上 記 ロ ッ ク ナ ッ ト １ の 逆 す り 鉢 型 の 底 面 ２ ｃ が 図 ３ の 被 締 結 部 材 ６ の 表 面 と 成 す 角 度 ２ ｄ

は 、 ロ ッ ク ナ ッ ト １ を 規 定 ト ル ク で 締 付 け が 完 了 し た 時 、 底 面 ２ ｃ の 中 心 部 の ね じ 孔 付 近

が 被 締 結 部 材 ６ に 対 し て 、 僅 か に 接 す る よ う 設 定 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

ロ ッ ク ナ ッ ト １ の 側 面 に 入 れ る 縦 ス リ ッ ト ７ の 深 さ と 幅 は 、 ボ ル ト ５ へ ロ ッ ク ナ ッ ト １ を

規 定 ト ル ク で 締 付 け た 際 、 ロ ッ ク ナ ッ ト 上 端 部 が ね じ 孔 ８ の 中 心 軸 に 向 け て 縮 径 変 形 し 、

ロ ッ ク ナ ッ ト 上 端 部 の ね じ 孔 と ボ ル ト の ね じ 山 が 隙 間 な く 密 接 し 、 且 つ ロ ッ ク ナ ッ ト が 破

壊 ま た は 塑 性 変 形 す る こ と が な く 、 ボ ル ト と ロ ッ ク ナ ッ ト の 咬 合 面 で 最 大 の 摩 擦 抵 抗 力 を

発 生 さ せ る よ う に 設 定 さ れ て い る 。

ま た 、 ロ ッ ク ナ ッ ト １ の 縦 ス リ ッ ト ７ の 底 の 形 状 ２ ａ は 、 水 平 よ り も や や ね じ 孔 ８ の 中 心

軸 の 下 端 部 の 方 向 に 傾 斜 さ せ て お り 、 ロ ッ ク ナ ッ ト １ の 締 付 け 時 に 於 い て 、 ロ ッ ク ナ ッ ト

１ の 上 端 部 に あ る 複 数 の 放 射 状 の 縦 ス リ ッ ト ７ で 区 分 さ れ た 円 筒 状 突 出 部 ４ 及 び ナ ッ ト 締

付 け 工 具 装 着 部 １ ａ が 、 ね じ 孔 ８ の 中 心 軸 方 向 へ 縮 径 変 形 し 易 く な る こ と と 、 外 側 の ス リ

ッ ト を 出 来 る だ け 浅 く 形 成 し た 方 が ロ ッ ク ナ ッ ト １ の 強 度 を 高 め る 要 素 と な る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

更 に 、 ロ ッ ク ナ ッ ト １ の 上 端 部 に は 、 ロ ッ ク リ ン グ ３ を 嵌 入 し 支 持 す る た め の 円 筒 状 突 出

部 ４ を 設 け 、 ロ ッ ク リ ン グ 支 持 部 ４ ａ 及 び ロ ッ ク ナ ッ ト １ か ら ロ ッ ク リ ン グ ３ が 外 れ な い

よ う 、 ロ ッ ク リ ン グ 支 持 部 ４ ａ の 外 周 の 淵 に ツ バ 状 の 突 起 ４ ｂ で 構 成 さ れ て い る 。 突 起 ４

ｂ の 高 さ は 、 ロ ッ ク リ ン グ ３ を ロ ッ ク リ ン グ 支 持 部 ４ ａ に レ ン チ と ハ ン マ ー を 使 っ て 嵌 入

さ せ る 際 、 取 付 け に 支 障 が な く 、 ま た 簡 単 に 外 れ な い よ う 最 小 の 寸 法 と す る 。 ロ ッ ク リ ン

グ ３ の 内 径 Ｓ は 、 ロ ッ ク リ ン グ 支 持 部 ４ ａ の 外 径 Ｐ よ り も 小 さ く 、 図 ３ の ボ ル ト ５ に 被 締

結 部 材 ６ を 挟 ん で ロ ッ ク ナ ッ ト １ で 締 付 け が 完 了 し 、 ロ ッ ク リ ン グ ３ を 嵌 入 し た 時 、 ロ ッ

ク リ ン グ ３ の 内 側 の 面 ３ ａ と ロ ッ ク リ ン グ 支 持 部 ４ ａ の 外 側 の 面 と の 間 に 隙 間 が な く 、 し

っ か り 密 接 （ あ る 程 度 圧 接 さ れ た 状 態 が 好 ま し い ） す る よ う 設 定 さ れ て い る 。 ま た 、 ロ ッ

ク リ ン グ ３ の 厚 み は 、 ロ ッ ク リ ン グ 支 持 部 ４ ａ の 高 さ に 合 わ せ て 形 成 さ れ 、 ロ ッ ク リ ン グ

３ の 外 径 は ナ ッ ト 部 １ ａ の 外 径 よ り や や 大 き め に 設 定 す る こ と で 、 も し ロ ッ ク リ ン グ ３ を

ロ ッ ク ナ ッ ト １ か ら 外 す 場 合 に 、 ス パ ナ を ロ ッ ク ナ ッ ト １ の ナ ッ ト 部 １ ａ に 差 し 込 ん で 引

き 上 げ る こ と で 取 り 外 し が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

図 ３ （ ａ ） は ロ ッ ク ナ ッ ト １ と ロ ッ ク リ ン グ ３ 及 び ボ ル ト ５ の 被 締 結 部 材 ６ へ の 締 付 け 初

期 の 状 態 で 、 ボ ル ト ５ に 被 締 結 部 材 ６ を 挟 ん で ロ ッ ク ナ ッ ト １ を 締 付 け て 行 く と 、 初 め に

ロ ッ ク ナ ッ ト 底 面 の 外 周 部 ２ ｂ が 被 締 結 部 材 ６ に 接 触 す る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

更 に 、 ロ ッ ク ナ ッ ト １ を 締 付 け て 行 く と 、 ボ ル ト ５ の ね じ 山 ９ か ら ロ ッ ク ナ ッ ト １ の ね じ

孔 ８ に 加 わ る 下 端 部 方 向 へ の 圧 力 が ね じ 孔 近 く の 底 面 ２ ｃ を 押 し 下 げ 、 被 締 結 部 材 ６ か ら

ロ ッ ク ナ ッ ト 底 面 の 外 周 部 ２ ｂ に 働 く 押 圧 力 に よ り 、 ロ ッ ク ナ ッ ト 底 面 の 外 周 部 ２ ｂ を 支

点 と し て ロ ッ ク ナ ッ ト １ 上 端 部 の 円 筒 状 突 出 部 ４ が ね じ 孔 ８ の 中 心 軸 方 向 に 向 け て 縮 径 す

る 横 方 向 の 応 力 が 働 く 。 そ し て 、 ロ ッ ク ナ ッ ト １ 上 端 部 の ね じ 孔 の 谷 ８ ａ の 面 と ボ ル ト ５

の ね じ 山 ９ ａ の 面 と が 密 接 に 嵌 合 し 、 そ の 部 分 に 大 き な 摩 擦 抵 抗 力 を 生 む こ と で ボ ル ト ５

と ロ ッ ク ナ ッ ト １ が 一 体 と な り 、 緩 み に 強 い ナ ッ ト が 形 成 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ９ 】
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次 に 、 図 ３ （ ｂ ） の よ う に ロ ッ ク ナ ッ ト １ 上 端 部 の ロ ッ ク リ ン グ 支 持 部 ４ ａ に ロ ッ ク リ ン

グ ３ を 嵌 入 す る と 、 圧 接 さ れ た ロ ッ ク ナ ッ ト １ の 上 端 部 の ね じ 孔 ８ と ボ ル ト ５ の ね じ 山 ９

同 志 が 固 定 さ れ 機 械 的 に 安 定 し た 状 態 と な り 、 外 部 か ら の 振 動 に 対 し て も 円 筒 状 突 出 部 ４

が 元 の 形 状 に 広 が ら な く な る こ と で 、 長 期 的 に 緩 ま な い ナ ッ ト が 提 供 で き る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

図 ４ は ロ ッ ク ナ ッ ト １ の 基 本 型 で 、 ロ ッ ク リ ン グ ３ の 装 着 を 持 た な い 仕 様 で あ る 。 建 築 物

等 あ ま り 外 部 か ら の 振 動 の 影 響 を 受 け な い 場 所 へ の 取 り 付 け や ロ ッ ク ナ ッ ト を 装 着 ・ 締 付

け 完 了 後 、 塗 装 を 施 す 場 合 の 使 用 に 最 適 で あ る 。 ロ ッ ク ナ ッ ト １ ０ を ボ ル ト ５ に 締 付 け 後

、 図 ５ の よ う に ロ ッ ク ナ ッ ト １ ０ の 表 面 に 塗 料 を 塗 る こ と で 、 塗 料 が 各 ス リ ッ ト ７ に 入 り

込 み 、 塗 料 １ ０ ａ が ネ ジ ロ ッ ク （ 接 着 剤 ） の 役 目 を 果 た し 、 ロ ッ ク ナ ッ ト と ボ ル ト 間 が 接

着 さ れ る こ と で 緩 み 止 め 効 果 が 期 待 で き る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

図 ６ は 図 １ の ロ ッ ク ナ ッ ト １ の 上 端 部 が ね じ 孔 ８ の 中 心 軸 方 向 に 向 け て 縮 径 す る 横 方 向 の

応 力 を 更 に 強 化 す る 方 法 で 、 ロ ッ ク ナ ッ ト １ １ の フ ラ ン ジ ２ の 座 面 の 各 底 部 ２ ｅ を 山 型 の

形 状 に 高 く 形 成 す る 。 こ の 各 山 型 の 頂 点 と な る 場 所 は 、 隣 り 合 う 縦 ス リ ッ ト ７ の 間 の ほ ぼ

中 央 の 外 周 部 に 設 定 す る こ と が 好 ま し く 、 山 の 高 さ は ボ ル ト ５ に ロ ッ ク ナ ッ ト １ １ を 規 定

ト ル ク で 締 付 け が 完 了 し た 時 点 で 、 各 ス リ ッ ト ７ の 直 下 フ ラ ン ジ ２ の 底 部 ２ ｆ が 被 締 結 部

材 ６ か ら 僅 か に 浮 い た 状 態 に な る よ う に 設 定 す る の が 望 ま し い 。 こ の 各 山 型 の 頂 点 部 分 ２

ｅ が 被 締 結 部 材 ６ か ら 受 け る 押 圧 力 は 、 ロ ッ ク ナ ッ ト １ １ の 上 端 部 の 円 筒 状 突 出 部 ４ を ね

じ 孔 の 中 心 軸 方 向 に 働 き 掛 け る 最 大 の 応 力 と な る 。 尚 、 こ の 方 法 は 図 ４ の ロ ッ ク ナ ッ ト １

０ に も 適 用 で き る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

図 ７ は 図 １ の ロ ッ ク ナ ッ ト １ と ボ ル ト ５ の 緩 み 止 め 効 果 を 強 化 す る 方 法 １ と し て 、 ロ ッ ク

ナ ッ ト １ ２ の 底 面 に ね じ 孔 ８ の 中 心 軸 を 中 心 と す る 同 心 円 状 の 溝 ２ ｈ （ 例 と し て 、 図 ７ の

縦 断 面 図 に 於 い て は 半 円 型 の 溝 ） を 複 数 形 成 す る 。 前 記 の 溝 ２ ｈ を 形 成 す る こ と で 、 ロ ッ

ク ナ ッ ト １ ２ の 上 端 部 の ね じ 孔 ８ の 面 と ボ ル ト ５ の ね じ 山 ９ と の 面 に 発 生 す る 静 止 摩 擦 力

に 対 し て 、 ロ ッ ク ナ ッ ト １ ２ の 底 面 に 形 成 し た 同 心 円 状 の 突 部 ２ ｉ の 面 と 被 締 結 部 材 ６ と

の 面 に 発 生 す る 静 止 摩 擦 力 は 小 さ く な り 、 相 対 的 に ロ ッ ク ナ ッ ト １ ２ の ね じ 孔 ８ と ボ ル ト

５ の ね じ 山 ９ と の 面 に 発 生 す る 静 止 摩 擦 力 が 大 き く な り 結 束 力 が 強 く な る た め 、 外 部 振 動

に 対 す る ロ ッ ク ナ ッ ト の 緩 み 防 止 を 強 化 す る こ と が 出 来 る 。 こ の 方 法 は 図 ４ の ロ ッ ク ナ ッ

ト １ ０ に も 適 用 が 可 能 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

ま た 、 図 １ の ロ ッ ク ナ ッ ト １ と ボ ル ト ５ の 緩 み 止 め 効 果 を 強 化 す る 方 法 ２ と し て 、 図 ７ の

ロ ッ ク リ ン グ ３ ０ の 内 側 の 面 ３ ｂ 、 ま た は ロ ッ ク ナ ッ ト １ ２ の ロ ッ ク リ ン グ 支 持 部 ４ ｃ の

表 面 を 図 ７ の 縦 断 面 図 に 示 す よ う な 鋸 型 形 状 、 若 し く は 凹 凸 等 の 摩 擦 係 数 を 高 め る 形 状 を

施 す こ と で 対 向 す る 接 触 面 へ 緩 衝 材 と し て 働 き 、 ロ ッ ク ナ ッ ト １ ２ と ロ ッ ク リ ン グ ３ ０ の

密 接 性 の 向 上 と 外 部 揺 動 力 に 対 す る 緩 み 止 め 効 果 が 期 待 で き る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

図 ８ は ロ ッ ク リ ン グ ３ の 別 仕 様 で 、 ロ ッ ク ナ ッ ト １ の 外 観 を ス ッ キ リ 見 せ る 側 面 カ バ ー ３

１ ａ が 付 い た カ バ ー 付 き の ロ ッ ク リ ン グ ３ １ で あ る 。 側 面 カ バ ー ３ １ ａ の 高 さ は 、 ロ ッ ク

ナ ッ ト １ の 上 端 部 の ロ ッ ク リ ン グ 支 持 部 ４ ａ に カ バ ー 付 き ロ ッ ク リ ン グ ３ １ を 嵌 入 し た 時

、 側 面 カ バ ー ３ １ ａ の 下 の 底 面 ３ １ ｂ が ロ ッ ク ナ ッ ト １ の フ ラ ン ジ ２ の 表 面 に 僅 か に 接 す

る 長 さ と 形 状 が 好 ま し い 。 ま た 側 面 カ バ ー ３ １ ａ の 内 径 は 、 ロ ッ ク ナ ッ ト １ の ナ ッ ト 部 １

ａ の 外 径 よ り 僅 か に 大 き く 、 側 面 カ バ ー ３ １ ａ の 厚 み は 、 外 部 か ら の 力 や 衝 撃 で 容 易 に 変

形 し な い よ う 適 宜 設 定 す る こ と で 、 人 為 的 な ナ ッ ト 外 し 等 の い た ず ら 防 止 と し て の 機 能 も

果 た す 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

図 ９ は ロ ッ ク リ ン グ ３ の 発 展 型 で 、 外 形 寸 法 等 は ロ ッ ク リ ン グ ３ と ほ ぼ 同 じ で あ る が 、 何

度 で も 繰 り 返 し 嵌 脱 可 能 な 仕 様 の ロ ッ ク リ ン グ ３ ２ と な る 。 材 料 は 弾 性 力 を 持 つ 金 属 等 で

製 造 し 、 水 平 方 向 に 圧 延 し 螺 旋 状 に 複 数 回 巻 い た 形 状 と し 、 ロ ッ ク リ ン グ ３ と 同 様 ロ ッ ク
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リ ン グ ３ ２ の 内 径 は 、 ロ ッ ク ナ ッ ト １ の ロ ッ ク リ ン グ 支 持 部 ４ ａ の 外 径 よ り も 小 さ く 設 定

し 螺 旋 状 と す る こ と で 、 常 に ロ ッ ク リ ン グ の 中 心 軸 方 向 に 張 力 が 働 き 、 ロ ッ ク リ ン グ ３ ２

を ロ ッ ク ナ ッ ト １ か ら 脱 着 の 際 、 ロ ッ ク リ ン グ の 径 が 多 少 広 が っ て も ま た 元 の 形 状 に 戻 る

こ と で 、 初 期 の 特 性 や 形 状 を 維 持 で き 、 繰 り 返 し 嵌 脱 が 可 能 な 仕 様 と な る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 １ 、 １ ０ 、 １ １ 、 １ ２ 　 ロ ッ ク ナ ッ ト

　 １ ａ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ナ ッ ト 部 、 ま た は ナ ッ ト 締 付 け 工 具 装 着 部

　 ２ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 フ ラ ン ジ

　 ２ ａ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ス リ ッ ト の 底 部

　 ２ ｂ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ロ ッ ク ナ ッ ト の 底 面 の 外 周 部

　 ２ ｃ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ロ ッ ク ナ ッ ト の 底 面

　 ２ ｄ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ロ ッ ク ナ ッ ト の 底 面 の 傾 斜 角 度

　 ２ ｅ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ス リ ッ ト 間 の 中 央 位 置 と な る 座 面 外 周 部 の 底 部

　 ２ ｆ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ス リ ッ ト の 直 下 位 置 と な る 座 面 の 底 部

　 ２ ｈ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ロ ッ ク ナ ッ ト の 底 面 の 同 心 円 状 の 溝 部

　 ２ ｉ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ロ ッ ク ナ ッ ト の 底 面 の 同 心 円 状 の 突 部

　 ３ 、 ３ ０ 、 ３ １ 、 ３ ２ 　 ロ ッ ク リ ン グ

　 ３ ａ 、 ３ ｂ 　 　 　 　 　 　 ロ ッ ク リ ン グ の 内 側 の 面

　 ３ １ ａ 　 　 　 　 　 　 　 　 ロ ッ ク リ ン グ の 側 面 カ バ ー 部

　 ３ １ ｂ 　 　 　 　 　 　 　 　 ロ ッ ク リ ン グ の 側 面 カ バ ー の 底 面

　 ４ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 円 筒 状 突 出 部

　 ４ ａ 、 ４ ｃ 　 　 　 　 　 　 円 筒 状 突 出 部 の ロ ッ ク リ ン グ 支 持 部

　 ４ ｂ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ロ ッ ク リ ン グ 支 持 部 の ツ バ 状 の 突 起

　 ５ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ボ ル ト

　 ６ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 被 締 結 部 材

　 ７ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ス リ ッ ト

　 ８ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ね じ 孔 部

　 ８ ａ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ね じ 孔 の 面 （ フ ラ ン ク ）

　 ９ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ボ ル ト の ね じ 山 部

　 ９ ａ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ボ ル ト の ね じ 山 の 面 （ フ ラ ン ク ）

【 要 約 】

【 課 題 】 ボ ル ト の ね じ 山 と ナ ッ ト の ね じ 孔 と を 強 制 的 に 密 接 さ せ 、 緩 み 止 め 効 果 の 高 い ロ

ッ ク ナ ッ ト の 構 造 を 提 供 す る 。

【 解 決 手 段 】 フ ラ ン ジ 付 き ナ ッ ト の 上 端 部 か ら 下 端 部 に 向 か っ て ね じ 孔 ８ の 中 心 軸 か ら 放

射 状 に 複 数 の 縦 ス リ ッ ト ７ を 入 れ 、 ナ ッ ト の 底 面 ２ ｃ に は ボ ル ト の ね じ 軸 と の 螺 着 に よ っ

て 、 被 締 結 部 材 ６ か ら ナ ッ ト の 底 面 の 外 周 部 ２ ｂ に 押 圧 力 を 受 け て ナ ッ ト の 底 面 ２ ｃ が 変

形 す る よ う に 、 ナ ッ ト 底 面 の 中 心 軸 周 辺 部 分 に 空 隙 部 を 有 す る 。 上 記 形 状 の ナ ッ ト を ボ ル

ト に 締 付 け る と 、 ナ ッ ト 上 端 部 の ね じ 孔 ８ が ね じ 孔 の 中 心 軸 に 向 け て 縮 径 変 形 し 、 ボ ル ト

と ね じ 孔 の 面 に 強 力 な 摩 擦 抵 抗 力 を 生 む 。 更 に 、 ナ ッ ト 上 端 部 に ね じ 孔 の 中 心 を 軸 と す る

円 筒 状 突 出 部 ４ を 成 形 し 、 ロ ッ ク リ ン グ ３ を 嵌 入 さ せ る こ と で 、 ボ ル ト に 嵌 合 し た ナ ッ ト

上 部 の ね じ 孔 部 が 元 の 形 状 に 広 が ら な く な る こ と で 、 長 期 的 な 緩 み 止 め 効 果 を 有 す る 。
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